
伊
豆
の
国
市
文
化
協
会
は
昨
年

五
月
の
発
足
か
ら
九
カ
月
が
過
ぎ

ま
し
た
。
市
民
文
化
祭
等
、
活
気

に
満
ち
た
活
動
を
展
開
し
て
い
ま

す
。生
涯
学
習
を
終
え
た
皆
さ
ん
、

地
域
で
活
動
し
て
い
る
皆
さ
ん
、

一
緒
に
文
化
祭
を
楽
し
み
ま
せ
ん

か
。現
在
活
動
し
て
い
る
団
体
も
、

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

申
込
書
は
、
あ
や
め
会
館
、
韮

山
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
、
大

仁
市
民
会
館
に
あ
り
ま
す
。
ど
の

支
部
で
も
加
入
で
き
ま
す
。
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今月の
新着本

｢港町食堂｣
奥田英朗／新潮社

遠くへ行って、素直に
なりたい。Ｎ木賞受賞
でさらに多忙に、ワガ

ママになった自称品川一の偏屈作家
を待ち受ける受難の数々。毒舌炸
裂・感涙必死の紀行エッセイ。
【中央・長岡・韮山図書館所蔵】

｢うしろ姿｣   
志水辰夫

文芸春秋

危ない橋と知りつつも
犯罪に手を染める初老

の男。酒乱の父を殺してしまった秘
密を共有する姉弟。片隅で生きてき
た人間の弱さや哀しさ、たくましさ
を描く短編集。【韮山図書館所蔵】

【中央図書館：電話０５５８‐７６‐５５６６】
休館日 ３月６日（月）･１３日（月）･２０日（月）･２１日（火）･

２７日（月）･３１日（金）
【長岡図書館：電話０５５‐９４７‐２３６４】
休館日 ３月２１日（火）･３１日（金）

【韮山図書館：電話０５５‐９４９‐８６０５】
休館日　３月６日（月）･１３日（月）･２０日（月）･２１日（火）･

２７日（月）･３１日（金）

｢ある秘密｣   
フィリップ・グランベール

新潮社

ふとしたことから１５
歳の少年は両親の「秘

密」を知る。ユダヤ人である彼らは
どうやって戦時下を生き延びたの
か。１９５０年代のパリを舞台にした
自伝的長編。 【韮山図書館所蔵】

島田ルイ、３５歳独身。一緒に暮ら
す叔母が還暦を目前に出奔

しゅっぽん

すると、
ルイの身辺も急変。絵描きと年下
のダメ男が、古ぼけた一軒家に転
がり込んできた…。本格恋愛小説。
【中央・長岡・韮山図書館所蔵】

「スープ・オペラ｣
阿川佐和子

新潮社

｢タッチ｣   
ダニエル・キイス

早川書房

放射能ちりで汚染され
たバーニーとカレン。

体調の異変や世間からの孤立、妊娠。
突然の厄災に翻弄される夫婦を描い
た１９６８年発表の長編小説初邦訳。
【中央・長岡・韮山図書館所蔵】

｢平成マシンガンズ｣   
三並夏

河出書房新社

「この凶器はお前のも
のだ」と、夢の中で死

神は言った…。か弱く愚かな人間と
いう存在を的確に捉え、言葉という
武器で世界と対峙

たい じ

する中学３年生に
よる話題の小説。【長岡図書館所蔵】

その１１

伊豆の国市第１号
の登録有形文化財
答申される

問合せ 社会教育課　
電話０５５‐９４９‐６８０９

｢日本人の平均値｣
鳥羽賢

生活情報センター

身体・お金・生活・仕
事・教育・家庭・趣味

などなど、日本人の平均値の県別デ
ータ集。静岡県は、調理食品にかけ
るお金や有効求人倍率が全国第１
位。 【中央図書館所蔵】

｢ファーガス・クレイン

と空飛ぶ鉄の馬｣  
ポール・スチュワート

ポプラ社

夜、ファーガスの部屋
に飛んでくる謎の箱。その中には
「君に危機が迫っている。助けを送
る。」という手紙が。奇妙で楽しい
冒険物語。【長岡・韮山図書館所蔵】

｢バサラ山スケッチ通信

山のくらしと動物たち｣  
鈴木まもる／小峰書店

「バサラ山は高さ６０８
ｍ…小さな半島のまん

中にある山で、そこにぼくは住んで
います。」伊豆半島で自然とともに
生きる画家が絵と文で語る生命の息
吹を感じる日々。【中央図書館所蔵】

問合せ｢ぽけっとくらべ｣
今江祥智／文・和田誠／絵

文研出版

ヤマネコから“何でも
入る便利なポケット”

の話をきいた動物たちは、それぞれ
自慢のポケットを比べることに。さ
て、だれのポケットが１等賞になっ
たかな？　【長岡・韮山図書館所蔵】

文
化
協
会

だ
よ
り
協会本部

No.5【申込み・問合せ】

●長岡支部 鈴木貫太郎
南江間４３１‐２ 電話０５５‐９４８‐１００８
●韮山支部 江間章
原木８６９‐７　　　電話０５５‐９４９‐２１４３　
●大仁支部 和田隆雄　
立花２‐１１１ 電話０５５８‐７６‐３７０３
●社会教育課 電話０５５‐９４９‐６８０９

平
成
十
八
年
　
文
化
協
会

会
員
・
団
体
募
集

一
月
二
十
日
、
市
内
奈
古
谷
の
中
川
家
住
宅
を
国

の
文
化
財
台
帳
に
登
録
す
る
よ
う
、
文
化
財
委
員
会

か
ら
文
化
庁
長
官
に
答
申
さ
れ
ま
し
た
。

登
録
有
形
文
化
財
と
は
、
残
し
て
ゆ
き
た
い
風
景

（
住
宅
・
社
寺
・
橋
・
水
門
・
ト
ン
ネ
ル
・
煙
突
な
ど

の
建
造
物
）
の
う
ち
、
①
建
築
後
五
十
年
を
経
過
し

て
い
る
も
の
、
②
広
く
親
し
ま
れ
て
い
る
も
の
、
③

そ
こ
で
し
か
見
ら
れ
な
い
珍
し
い
も
の
、
④
再
び
造

る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の

が
対
象
で
、
住
ん
だ
り
、
営
業
等
の
活
用
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
伊
豆
市
で
は
、
新
井
旅
館
、
落
合

楼
が
あ
り
ま
す
。

中
川
家
住
宅
（
旧
高
井
冶
兵
衛
別
荘
）
と
は
、
奈
古

谷
（
大
仙
区
）
に
あ
る
洋
館
で
、
大
正
時
代
の
代
表
的

な
哲
学
者
（
東
京
帝
国
大
学
教
授
）、
吉
野

よ
し
の

作
造

さ
く
ぞ
う

が
主

唱
・
計
画
し
た
韮
山
別
荘
団
（
学
者
村
）
に
建
て
ら
れ

た
高
井

た
か
い

冶
兵
衛

じ

へ

い

の
別
荘
で
す
。

冶
兵
衛
は
、
株
式
会
社
取
引
所
仲
買
人
や
日
本
染

織
株
式
会
社
社
長
、
徳
田
銀
行
株
式
会
社
の
監
査
役

な
ど
を
歴
任
し
た
経
済
人
。

別
荘
は
、
千
坪
余
の
広
い
敷
地
に
主
屋
、
物
置
、

ポ
ン
プ
室
を
配
し
、
一
段
高
い
所
に
四
阿

あ
ず
ま
や

を
備
え
た

昭
和
二
年
の
建
物
群
で
す
。

伊
豆
の
国
市
第
一
号
の
登
録
文
化
財
告
示（
正
式
な

登
録
）
は
四
月
な
い
し
は
五
月
ご
ろ
の
予
定
で
す
が
、

こ
れ
に
よ
っ
て
伊
豆
の
国
市
第
一
号
の
登
録
文
化
財

と
な
り
ま
す
。

登
録
後
に
は
、
一
般
公
開
（
見
学
会
）を
予
定
し
て

い
ま
す
の
で
、
決
ま
り
次
第
、
こ
の
ペ
ー
ジ
で
ご
案

内
し
ま
す（
こ
の
建
物
に
は
、
現
在
所
有
者
が
お
住
ま

い
で
す
の
で
、
そ
れ
ま
で
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
）。

登登
録録
有有
形形
文文
化化
財財

中中
川川
家家
住住
宅宅

市市
第第
一一
号号

登登
録録
文文
化化
財財
告告
示示

市初の登録有形文化

財となる中川家住宅

【写真上】中川家主屋

正面

【写真左】中川家主屋

の東南面

教育委員会では、市内に眠るこのような建
造物を探しています。該当すると思われる建
造物をお持ちの人やご存知の場合は、社会教
育課文化財担当までお知らせください。
「登録文化財の宿」、「登録文化財の街」を

目指してみませんか。

登録文化財候補を募集


